
◎
道
路
整
備
費
の
財
源
等
の
特
例
に
関
す
る

法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
平
成
二
〇
年
五
月
一
三
日
法
律
第
三
一
号
）

一
、
提
案
理
由（
平
成
二
〇
年
二
月
二
二
日
・
衆
議
院
国
土
交
通
委

員
会

）

○
冬
柴
国
務
大
臣

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
道
路
整
備
費
の
財
源

等
の
特
例
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
の
提
案
理
由
に
つ

き
ま
し
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

我
が
国
の
国
際
競
争
力
の
強
化
、
地
域
の
活
性
化
、
安
全
・
安
心
の
確

保
、
環
境
の
保
全
と
豊
か
な
生
活
環
境
の
創
造
と
い
っ
た
政
策
課
題
に
対

応
す
る
た
め
、
真
に
必
要
な
道
路
の
整
備
を
計
画
的
に
進
め
る
こ
と
は
、

今
後
と
も
、
我
が
国
に
と
っ
て
重
要
な
政
策
課
題
で
あ
り
、
こ
の
た
め
に

必
要
な
財
源
を
、
納
税
者
の
理
解
を
得
な
が
ら
、
引
き
続
き
確
保
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
地
方
財
政
が
厳
し
い
中
に
あ
っ
て
も
、

地
域
間
格
差
へ
の
対
応
や
生
活
者
重
視
の
視
点
か
ら
、
地
域
の
自
主
性
に

も
配
慮
し
つ
つ
、
地
域
の
道
路
整
備
を
着
実
に
促
進
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
ほ
か
、
地
域
の
活
性
化
、
物
流
の
効
率
化
等
の
政
策
課
題
に
対
応
す

る
観
点
か
ら
、
既
存
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
有
効
利
用
と
機
能
強
化

を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
法
律
案
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
て
提
案
す
る
こ
と
と
し

た
次
第
で
す
。

次
に
、
こ
の
法
律
案
の
概
要
に
つ
き
ま
し
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

第
一
に
、
道
路
整
備
費
の
財
源
等
の
特
例
に
関
す
る
法
律
に
つ
い
て
、

法
律
の
題
名
を
道
路
整
備
事
業
に
係
る
国
の
財
政
上
の
特
別
措
置
に
関
す

る
法
律
に
改
め
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

第
二
に
、
揮
発
油
税
等
の
収
入
額
の
予
算
額
を
毎
年
度
道
路
整
備
費
に

充
て
る
措
置
の
適
用
期
間
を
平
成
二
十
年
度
以
降
十
年
間
延
長
す
る
と
と

も
に
、
揮
発
油
税
等
の
収
入
額
の
予
算
額
が
各
年
度
に
お
い
て
道
路
整
備

費
を
上
回
る
場
合
に
は
、
必
ず
し
も
当
該
年
度
の
道
路
整
備
費
に
充
て
る

必
要
は
な
い
も
の
と
し
て
お
り
ま
す
。

第
三
に
、
地
方
道
路
整
備
臨
時
交
付
金
制
度
に
つ
い
て
、
都
道
府
県
等

が
行
う
一
般
国
道
の
整
備
事
業
を
交
付
の
対
象
と
し
た
上
で
、
当
該
制
度

の
適
用
期
間
を
平
成
二
十
年
度
以
降
十
年
間
延
長
す
る
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
。

第
四
に
、
道
路
整
備
事
業
の
地
方
の
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
道
路

整
備
事
業
の
地
方
負
担
分
に
つ
い
て
無
利
子
の
資
金
を
貸
し
付
け
る
地
方

道
路
整
備
臨
時
貸
付
金
制
度
を
平
成
二
十
年
度
以
降
五
年
間
の
措
置
と
し

て
創
設
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

道
路
整
備
費
の
財
源
等
の
特
例
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
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第
五
に
、
高
速
道
路
の
利
用
者
等
の
利
便
を
増
進
し
、
そ
の
負
担
の
軽

減
を
図
る
た
め
、
国
土
交
通
大
臣
が
同
意
す
る
計
画
に
従
い
、
高
速
道
路

株
式
会
社
に
よ
る
高
速
道
路
料
金
の
引
き
下
げ
と
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
等
の
整
備
を
目
的
と
し
て
、
独
立
行
政
法
人
日
本
高
速
道
路
保

有
・
債
務
返
済
機
構
の
債
務
を
政
府
が
承
継
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま

す
。そ

の
他
、
こ
れ
ら
に
関
連
い
た
し
ま
し
て
、
特
別
会
計
に
関
す
る
法
律

の
改
正
等
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

以
上
が
、
こ
の
法
律
案
を
提
案
す
る
理
由
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
法
律
案
が
速
や
か
に
成
立
い
た
し
ま
す
よ
う
、
御
審
議
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

二
、
衆
議
院
国
土
交
通
委
員
長
報
告（
平
成
二
〇
年
三
月
一
三
日
）

○
竹
本
直
一
君

国
土
交
通
委
員
長
の
竹
本
直
一
で
ご
ざ
い
ま
す
。

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
法
律
案
に
つ
き
ま
し
て
、
国
土
交
通
委

員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
及
び
結
果
を
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

本
案
は
、
道
路
整
備
費
の
財
源
の
特
例
措
置
を
改
め
、
そ
の
適
用
期
間

を
十
年
間
延
長
す
る
等
の
措
置
を
講
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
そ
の
主
な

内
容
は
、

ま
ず
第
一
に
、
平
成
二
十
年
度
以
降
十
年
間
は
、
揮
発
油
税
等
の
収
入

額
の
予
算
額
を
毎
年
度
道
路
整
備
費
に
充
て
る
こ
と
と
し
、
当
該
予
算
額

が
各
年
度
に
お
い
て
道
路
整
備
費
を
上
回
る
場
合
に
は
、
必
ず
し
も
道
路

整
備
費
に
充
て
る
必
要
は
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
、

第
二
に
、
道
路
整
備
事
業
の
地
方
の
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
無
利

子
の
資
金
を
貸
し
付
け
る
地
方
道
路
整
備
臨
時
貸
付
金
制
度
を
創
設
す
る

こ
と
、

第
三
に
、
高
速
道
路
の
利
用
者
等
の
利
便
を
増
進
し
、
そ
の
負
担
の
軽

減
を
図
る
た
め
、
高
速
道
路
株
式
会
社
に
よ
る
高
速
道
路
料
金
の
引
き
下

げ
と
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
等
の
整
備
を
目
的
と
し
て
、
独
立
行

政
法
人
日
本
高
速
道
路
保
有
・
債
務
返
済
機
構
の
債
務
を
政
府
が
承
継
す

る
こ
と

な
ど
で
あ
り
ま
す
。

本
案
は
、
去
る
二
月
二
十
一
日
の
本
会
議
に
お
い
て
趣
旨
説
明
及
び
質

疑
が
行
わ
れ
た
後
、
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
翌
二
十
二
日
冬
柴
国
土
交

通
大
臣
か
ら
提
案
理
由
の
説
明
を
聴
取
し
、
質
疑
に
入
り
、
同
日
福
田
内

閣
総
理
大
臣
の
出
席
を
求
め
て
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。
二
十
七
日
に
は
参

考
人
か
ら
の
意
見
聴
取
を
行
い
、
昨
三
月
十
二
日
質
疑
を
終
了
い
た
し
ま

し
た
。
質
疑
終
了
後
、
討
論
を
行
い
、
採
決
い
た
し
ま
し
た
結
果
、
本
案

は
賛
成
多
数
を
も
っ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
議
決
し
た
次

第
で
あ
り
ま
す
。

以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

道
路
整
備
費
の
財
源
等
の
特
例
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
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三
、
参
議
院
財
政
金
融
委
員
長
報
告（
平
成
二
〇
年
五
月
一
二
日
）

○
峰
崎
直
樹
君

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
法
律
案
に
つ
き
ま
し

て
、
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
及
び
結
果
を
御
報
告
申
し
上
げ
ま

す
。本

法
律
案
は
、
揮
発
油
税
等
の
税
収
を
道
路
整
備
費
に
充
て
る
措
置
を

平
成
二
十
年
度
以
降
十
年
間
延
長
す
る
等
の
ほ
か
、
地
方
道
路
整
備
臨
時

貸
付
金
制
度
の
創
設
、
政
府
に
よ
る
日
本
高
速
道
路
保
有
・
債
務
返
済
機

構
の
債
務
の
承
継
等
の
措
置
を
講
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
国
土
交
通
委
員
会
と
連
合
審
査
会
を
開
催

し
、
内
閣
総
理
大
臣
及
び
関
係
大
臣
に
対
し
、
政
府
・
与
党
決
定
に
よ
る

道
路
特
定
財
源
一
般
財
源
化
の
方
針
と
本
法
律
案
と
の
整
合
性
、
道
路
特

定
財
源
を
一
般
財
源
化
し
た
後
の
道
路
整
備
の
在
り
方
、
道
路
関
係
公
益

法
人
改
革
の
内
容
等
に
つ
い
て
質
疑
を
行
い
ま
し
た
が
、
そ
の
詳
細
は
会

議
録
に
譲
り
ま
す
。

連
合
審
査
会
を
終
了
し
、
討
論
に
入
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
民
主
党
・
新

緑
風
会
・
国
民
新
・
日
本
を
代
表
し
て
辻
泰
弘
理
事
、
日
本
共
産
党
を
代

表
し
て
大
門
実
紀
史
委
員
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
反
対
、
自
由
民
主
党
・
無
所

属
の
会
及
び
公
明
党
を
代
表
し
て
荒
木
清
寛
委
員
よ
り
賛
成
の
意
見
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

討
論
を
終
了
し
、
採
決
の
結
果
、
本
法
律
案
は
賛
成
少
数
に
よ
り
否
決

す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

（
注
）
衆
議
院
は
、
平
成
二
〇
年
五
月
一
三
日
、
憲
法
第
五
九
条
第
二

項
の
規
定
に
基
づ
き
再
可
決
し
た
。

道
路
整
備
費
の
財
源
等
の
特
例
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

八
五


